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３月２７日（水）第５回　検数労連１９春闘交渉　１１:００～１２:００


両協会有額回答提示されず、組合は大いなる不満を表明！


３月３１日（日）以降、毎日曜日の休務権行使を通告する！


























１９春闘中央港湾団交決裂に伴う休務権行使の通告（要旨）





　１９春闘要求の前進に向け、３月２０日（水）に開催した第３回中央港湾団交において、全国港湾は日港協の回答を不満とし、各加盟　単組および各地区港湾に対して『１９春闘中央港湾団交決裂に伴う実力行使の指示（全国港湾１８発第８９号）』を発令しました。


　ついては、全国検数労連として全国港湾中央闘争指示に基づき、下記の行動内容で休務権（検数労連中央闘争指令第５号）を行使することを通告します。





記


１．日　時：　２０１９年３月３１日（日）以降の毎日曜日の始業時より翌日の始業時まで　


２．目　的：　港湾産別要求ならびに検数労連春闘要求の前進を目指す行動


3．内　容：　具体的な行動内容については、各地区港湾幹事会および各地区港湾闘争委員会の決定した戦術内容とする。

































































　中央港湾団交と組合要求であった有額回答指定日が重なってしまったため、１週間ほど期間を開けて行われた第５回検数労連１９春闘交渉で、組合は両協会に対して有額回答の提示を求め、交渉を行いました。





【日検協会】


　本日は組合指定の有額回答提示日ではあるが、前回の交渉では定期昇給を基本にこれまで回答構築に努めてきた。３月２５日には日検協会内での機関会議を開催し最終決定したが、本日の交渉で有額回答を提示するまでには間に合わなかった。しか




















































































































しながら、現時点では口頭ではあるが、定期昇給分の原資は確保していることを報告する。


　引き続き早い段階で有額回答を提示できるよう努力していく。





【全日検】


　本日は労組指定の有額回答指定日だが、現在、中央港湾団交の経過が遅々として進んでいない状況下で、全日検が抱えている産別課題、働き方改革に対する対応、企業内の諸課題等々がある中で、これらを一度に解決するにあたり原資をどのように確保していくのか

















































































































が、まだ定まっていない状況にある。しかしながら１９春闘解決に向けて、引き続き有額回答が提示できるよう努力をしていく。





【組合主張】


　組合は両協会から実質的なゼロ回答という結果を受け、次の通り主張を行い検数労連１９春闘交渉と１９中央港湾団交の促進を図るため、左記の通り『休務権行使の通告』を両協会に提出しました。


①１９春闘がスタートしてから今日までの間、検数労連中央執行部として各地域に出向きオルグをして、現場で働く組合員の生の声を聴いてきた。組合員は１９春闘に大きな期待を寄せている。本日の交渉で、回答が提示されなかったことに対しては憤りを感じるとともに、主体性をもって回答提示をするべきである。


②有額回答指定日までの間、充分な時間があったにも関わらず回答できない状況にあるとはどういうことなのか。中央港湾団交の経過等があったとしても、せめて文書での定昇回答くらいはすべきではないのか。組合員も有額回答を期待しているし、我々も１９春闘を長期化させるつもりもない。両協会は春闘解決に向けた努力をすべきだ。

















































































































検数労連名古屋支部１９春闘オルグ開催





3月23日（土）日検労名古屋支部において検数労連春闘オルグを行い、青年層を中心に20名以上が参加しました。


　まず初めに検数労連石井副委員長から19春闘全般に関わる課題や中央港湾団交の状況、検数春闘の状況報告・職場懇談会の重要性などについて報告がされました。


次に日検労藤井副委員長から働き方改革による4月以降の「３６協定」「有給休暇５日取得義務」など法律















































































































































③検数労連中央としても、全国港湾中央闘争委員会の闘争指示を受け、１９中央港湾団交ならびに検数労連１９春闘の交渉促進を図るために、３月３１日（日）以降の毎日曜日の始業時より翌日の始業時までの休務権を行使する。
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次回交渉


第６回　検数労連１９春闘交渉について


事務局調整中・・・。


３月２９日（金）１３:３０から開催される第４回中央港湾団交は実力行使を背景にした交渉となるため注目せよ！





















































































































































によって私たちの働き方がどのように変わっていくのか企業内の課題について報告がされました。


参加者からは、「働き方改革」で私たちの働き方が変わってくる、労働組合は理解して進めていくが、協会の職制があまり理解していないように感じる。中央で協会に対し末端の人まで理解させるように話してもらいたい。また賃上げに対しては、粘り強く戦ってもらいたい、今後につなげる結果を出してもらいたいと発言がありました。



























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


